
中村	
 春木 

	
 	
 	
 現	
 	
 職：大阪大学・蛋白質研究所・教授 

	
 	
 	
 生年月日：1952年 4月 7日 

	
 	
 	
 学	
 	
 歴：1975年 3月	
 	
 東京大学理学部物理学科卒業 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 1980年 3月 東京大学大学院理学系研究科・物理学専攻博士課程

修了・理学博士 

	
 	
 	
 職	
 	
 歴：1980年 4月	
 	
 東京大学工学部・物理工学科・助手 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 1987年 8月	
 	
 蛋白工学研究所・第２研究部・主任研究員 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 1988年 6月	
 	
 蛋白工学研究所・第２研究部・部長 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 1995年 10月	
  生物分子工学研究所・情報解析研究部門・部門長 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 1999年 4月	
 	
 大阪大学蛋白質研究所・教授 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2014年 4月	
 	
 大阪大学蛋白質研究所・所長，現在に至る 

	
 	
 	
 専門分野：生物物理学，蛋白質計算科学，構造バイオインフォマティクス．特に，

蛋白質の構造・機能と電気物性，分子設計．2001 年から，PDB デー

タベースの日本でのお守りを PDBj（日本蛋白質構造データバンク）

として，国際協力により行っています．最近は，分子シミュレーショ

ン技術をさらに発展させ，蛋白質の構造・機能の研究を進めています． 

	
 	
 	
 生物物理学会とのかかわり： 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  日本生物物理学会は，大学院学生になった時に最初に入会した学会で

あり，それ以降居心地が良いため，ほとんどの年会に参加しています．

また，日本生物物理学会の運営委員を３〜４期行いました．最近では，

邦文誌「生物物理」の編集委員長を 2012 年から 2 年間務め，全面電

子化と表紙刷新等の準備を行いました．生物物理学会の役割は，若い

研究者が積極的に国内外の研究者と交流し自らの研究活動に活かせ

る場を提供することだと考えております． 

 


